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募集期間:平成27年4月28日(火)～6月5日(金)17時まで国家戦略特区等提案様式

管 》
号 ①提案主体の氏名

又は団体名
（必須）

唾案主体の住所

都道府県名
(必須）

市町村名
(必須 謡）

③提案名
（必須）

④事案の実施場所
（任意）

⑤具体的な事業の実施内里
（必須）

愛媛県
今治市
(共同提案）

愛媛県 今治H
一丁E

国際水準の獣医学教育特区

産
け

しての外国人の畠

｢スポーツ･ペンチヤー』の振興

民間主導の『道の駅」

ドローンによる橋梁保守点検

今治市

これまでの国立大学の研究者養成､私立大学の躍床獣医師養成と異なる公共獣医事を
担う第三極の国際水準の大学獣医学部を空白地域の四国に新股する｡越境感染症や人
獣共通感染症､国際的食の安全､バｲｵﾃﾛ等への危樋管理と国際対応の資質を持った
人材を育成する｡国際貿易自由化に伴う食品流通等で獣医学的支援の必要な水産､畜
産､生物資源利用分野等との連携､創薬研究での医獣連撹など分野横断型応用ﾗｲﾌサ
イエンスの研究･教育と人材育成を進める。

今治市は､従来より､タオル､縫製､造船などの産業分野で多くの｢外国人技能実習生」
を受け入れてきたが､こうした伝統的な地場産業を維持していくためにも､｢技能実習制度
の拡充｣により､産業人材の一層の受け入れを図る‘

過去に｢技能実習生｣として技能を習得し､その後､自国で経験を重ね熟練エとなった外
国人についても､｢技術力｣｢経験年数｣等を高度人材ポイント制の対象とする。
また､｢しまなみ海適のサイクリングブームを契機として､外国からスポーツ･観光目的

で集まりつつある｢ｻｲｸﾘｽﾄ｣に対し､十分なサービスを提供できる｢高度外国人材｣の
積極的な受け入れを図る。

さらに､今治市が､創業活動に係る事集の計画が適正かつ確実であること等の破麗を行
うこと等により､創業外国人上陸審査基準を満たす外国人の上陸を可能とし､今治市内に
おける外国人による創業活動を促進する

しまなみ海道におけるサイクリングやウオーキングのインバウンド需要も見越した上で、
今治新都市内のスフ怪一ツパーク(Mho)を内外のスポーツ人材の交流拠点とじて､専門の
アドバイザーを配置し､スポーツ関連の様々なサービス(例:メディカルトレ±ニング､手荷
物宅配サービス､スポーツ関連施設の管理等)を提供する起業家やペンチヤー企業を支
援する‘
こうした中で､今治市として､本ブﾛシｪｸﾄを側面支援するため‘

民交流のための人材流動化センター｣を設置し､各種スポーツ･パ
員を送り込む ｡

国家戦略特区法の｢陰
ﾝチヤー企業に､市職

内外のｻｲｸﾘｽﾄを始めとする観光客にとって､L志なみ海道が通る島ごとに設置して
いる｢道の駅｣は､観光案内所として､また､特産物等を通じて今治市を知って頂く際の重
要な拠点である。
｢道の駅｣設置者の要件を緩和することで､より民間の知恵･ノウハウを発揮し､観光振

興につなI溜る。

橋梁等の公共ｲﾝﾌﾗの老朽化対策として保守点検を行う隙､近接目視による点検を
行っているが､『高性力肋ﾒﾗを搭戯したドﾛー ﾝ』を活用し､一層の精度の高い点検を目
指す。



⑥⑤の事業を実施した場合に想定される経済的社会的効果
(必須】

蝿
旨
』

しまなみ海道と今治新都市を中核として､外国人材やRESASを始めとするピｯゲデー．
ﾀを積極的に活用することにより､規倒改革ﾒﾆｭ華伴う左配のブﾛシｪｸﾄを推進し、
今治市を｢国際観光･スポーツ拠点｣として確立する。

⑦r⑥｣の事業の実施を不可能又は困難とさ
せている規制等の内容

(必須）

獣医師養成系大学等の設歴及び収容定員増a
規制

r技能麗定制度(基礎級技能検定)｣の検定職
種力個定化し､職種によって必要とする基準力
ない。

在留資格『高度専門職』の要件が､学術教育活
動･自然科学や人文科学分野の技術活動･貿
易等の経営管理活動に限られている

【規制改革ﾒﾆｭー の活用：
外国人創粟人材の在留資格の基準緩硝

【規制改革メニューの活用
官民の垣根を越えた人材移動の柔軟化

道の駅の設置者は､市町村又は市町村に代わ
り得る公的な団体に限られている。

近接目視による点移

送信出力と高度の制隠

言

⑧「⑦｣の規制等の根拠法令等

｢大学､大学院､短期大学及び高等専門学校の
股置等に係る鯉可の基準｣(文部科学省告示）

職業能力開発促進法施行令

出入国管理及び難民鯉定性

国家峨略特別区域法

国家戦略特別区域法

｢道の駅｣登録･案内要綱
｢道の駅｣登録･案内要綱の当面の運用方針

道路法施行規則第4条の5の5

無線設備規則第49条の20
航空法第132条
航空法施行規則第麺8条､第236条の3

⑲ ｢⑦｣及び｢⑧｣の規制･制度改革のために＃
案する新たな措置の内容

(必須）

国瞭動向を見据えた国家戦略レペルでの獣医
師養成系大学の設置･入学定員規制の地域砺
定解除

捺染､タオル､紡績､擬糸といったタオルの製遥
工程に応じた検定職種を設定

在留資格『高度専門職｣の要件に､製造業やヌ
ポーツ分野の活動を追加

創案人材について､地方自治体による事業§1

麓霧繍要件に職･管理』の在留褒穂

｢官民交流のための人材流動化センター｣を殿
霞

｢道の駅｣設置者となり得る公的な団体の範匿
を民間事業者に拡大

近接目視点検が困難な箇所で､ドロ＝ﾉを活斥
した点移

･電波障害･混線等の生じない範囲で送信出j
を増大
･航空機の飛行に支障がある範囲とされてい恩
高度規制の綬塙



所属
(必須）

氏 宅
(必須

噌謹

e-mailT
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内･℃伽.i回

電騒番号
（必須）

FAX番号
（必須）

蝿
』

：

⑪提案の公
表の可否
（必須）

⑬添付ﾌｱｲ
ルがある場合
は､その有無

(必須）

脅
夕
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今治市･国家戦略特区提案鰯愛媛県鯵今治市
-rt と

①産業人材としての外国人受入れ促進

・タオル､縫製､造船等の地場産業維持のため､唾1

。“しまなみ海道のサイクリングブーム"外国からの

の積極的な受入れ．

【溺制改室メニュー袋龍雲皆糊度の拡充､ﾉ烹度ﾉ（
獄ﾎg弧ﾝﾄ制度冒の秘蒐I

②『スポーツ･ベンチャー』の振興

。「今治新都市

(今治市の支援）

・スポーツ関連のサービスを提供する起業家やベン
チャー企業を支援一

I溺剃敬章〆三1－宜民の垣禰差超えた入梅移動
の柔歎化ノ ■●■凸必●●値1q口C●首●牢●■■■■■■匂●負●●Q命寺ヤ争由一

－鰯貿灘窪息識………

差域凄逢Lた "ズポL--騨蝿点/の頒成一

鍵

。q，
1

蕊羅露

③獣医学部の醗致

獣医学教育空白地帯｢四国｣に感染症水際対策
拠点

獣医学領域における動物の生態学をスポーツに
応用

I溺制改室メニュー獣医学部の新溌ゾ

④民間主導の『道の駅｣の設置"運謹

。「道の駅｣は市が設置する休憩所で観光案内や
物産販売の重要拠点

I湧荊改至>《ニュー／:道の駅/の設置主敵の民
鯛放ブ

⑤．橋梁保守点検におけるドﾛー ﾝの活用

･畦なみ海道の橋梁の保守点検は､2年に1度の

・点検業務の効率化のため､L高性能カメラを搭載
したドローン｣を活用すべき

・ﾛー ﾝの活用については､航空法や電波法関
連の規制改革が必要

【瀞鳶職童メニュートyローン涯房のための腕空
法・雷減法の舞例ノ
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蕊愛媛県鯵今治市
(1)国際対応の可能な獣医師養成

○これま電の獣医学教育

・伴侶動物の医療、家畜衛生管］

－－－－ーーーーー＝－．～ー一一一＝＝－－－

○ これま電の獣医学教育○新しい分野へ対応
・伴侶動物の医療、家畜衛生管理が中心。公共獣医事を担う第三極の大学獣医学部
・国立大学：研究者養成、・動物由来新興感染症の統御、越境感染症の防疫

私立大学:臨床獣医師養成が中心吟:皇琴害講妻雪雲野鴛=譜崖議掌芋蕊○世界の動向（アメリカ）
・食の安全、バイオテロ等への危機管理食品・機能I性食品開発）における連携研究。教育
対応強化‐獣医大学3校を新設認可。情報ネットワーク構築、政策監視、疫学調査

◎獣医学教育コアカリキュラム(51科目、19実習)の実施､必要な教員(72名程度)を確保
◎国際対応の資質を有する公衆衛生分野(動物危機管理)の獣医師・指導的人材を養成

＝一一一一－ニーーニー

･獣医学の領域におはる動物の生態学を知見として人間の運動生理学に対応する研究
･獣医領域ではヒトとの比較生理学として特に馬を用いてきた。

（今治市の固有資源・日本在来馬「野間馬」の活用）
･当該獣医学部は、メディカルトレーニング等に大きな貢 果たす≦

獣医釜教育空白蝿鰯『四国」瞳大学獣医学部瀧新溌！
輯一一一－－－二一■一＝一
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･今治市･国家戦略特区提案 のスハーツ人目の交流拠点 として､専門のアドバイザーを配置し､ヌ
ポーツ関連の様々 なサービス(例:メディカルトレーニング､手荷物宅
配サービス､スポーツ関連施設の管理等)を提供する起業家や垂些
チヤー企業を支援する。

・こうした中で､今治市として､本プロジェクトを側面支援するため、

｢しまなみ海道｣と｢今治新都市｣を中核とした
「国際観光･スポーツ拠点』の形成

｢~......．..．.‐‐‐..．.‐‐....‐......｡...‐｡.．...‐..........‐.....･･･－－．.‐...．..－．．－－．．－．．－．－．．．．．．－．．－－－－－．．．．．．・

；○本州四国連絡道路の尾道･今治ルートである｢しまなみ海道(西瀬戸
｜自動車道)』は､約60kmの高規格幹線道路。

’○本道路沿いにあり､約10年前から産業･住宅･商業用地の開発が
｜徐々 に行われつつあるL金造逓鎚血(市の中心市街地から約2~3

国家戦略特区法の｢官民交流のための人材流馴ﾋセンター

■ 羅員」（将牙

童。

I…裏>《ニューf官民の垣程翻えた入搬勤の柔歎化ノ

0

kmの丘陵地)を含め0 国人材やRESASを始めとするビッグデータ

Iを積極的に活用することにより､規制改革メニューを伴う以下のプロジ a_E獣医堂萱I』Q壷塾
際観光･スポーツ拠鳥ｴｸﾄを推進し､今治市を として確立する。 本年6月に閣議決定された｢日本再興戦略改訂2015｣に基づき、

国際教育拠点としての今治新都市に､蝋医学部｣の新設を目指す。
具体的には､世界動物保健機関(OIE)による新たな獣医学力リキ

0

0－｡■－■■－－－－－－－－－－－－－－－－■■一一一■■■｡一一■■－－－－－－－口■■■－■■一一一一一－－－－－－－■■－■■一一一一一一一一一一一

1ラムに従い､特に、 獣共通疾病に係る感染症対策や食品安全費
目としての外人の塁 入れ促迫 などの喫緊の課遜 叉のでも話 で

今治市は､従来より、 ル乳船などの産業分野で多くの きる､従来と異なる新たな国際的な獣医師を養成する。

四国地域には､獣医師養成系の大学･学部が存在しないこともあ
り､例えば､九州などで発生する口蹄疫等の感染症の水際対策を、
今治新都市を拠点として行うことも考えられる。

なお､獣医学の領域においては､かねてより動物の生態学を治験
して､人間の運動生理学に応用する研究が行われている｡特に､馬

については､古くから人間の身体能力ｱｯブにデータが提供されて

「外国人技能実習生｣を受け入れてきたが､こうした伝統的な地場産

業を維持していくためにも､｢技能実習制度の拡充』により､産業人材
の一層の受け入れを図る。

・これに加え､昨年から始まった｢しまなみ海道･国際サイクリング大

会』を契機として 外国からスポーツ･観光目的で集まりつつある｢サ

笥度外国人材｣6

積極的な受け入れを図る。

…裏メニュー子茂綴…の鰯充､高麗人毎赤ﾝﾄ雌切
掘宏／

きた｡このため、

な貢献を果たすものと考えられる。

【…童メニュー:雌糊の澱ノ
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スホーツ･ペンチャー ｡_民間主翌璽[迫蝿｣の設置2運営
・しまなみ海道におけるサイクリングやウオーキングのインバウンド ・内外のサイクリストを始めとする観光客にとって､しまなみ海道
需要も見越した上で､今治新都市

1

内のスポーッパー 28ha)を内タ が通る島ごとに設置している 迫のは、,案内ﾛ
ｎ
ｊ
Ｐ
■



、

ロ じて今治市を知って頂く際の重要な拠備

・各島などに今治市が設置している4つの｢道の駅』(よしうみいき

いき館､伯方S･cパーク､しまなみの駅御島､多々羅しまなみ公園）

のうち､御島を除く3つについては､現在､今治市が設置し､同じ指

定管理者が受託･運営しているところ。

しかしながら､より 民間が責任を持って､知恵･ノウハウを発揮し

3つのムZのトールコーデネートを進めるためにも「道の師

の股置主体を市でなくとも民間ができるようにする

…壷メニュー:ﾉ適職ﾉの設 置主猷の…

点におけるトローンの,‐且臣

・しまなみ海道の橋梁の保守点検については､現在､本州四国高

速道路により、 2年に一度の｢目視による点材 が行われていると

ころ。

．しかしながら､目視点検が困難な箇所については､｢高性能カメ

ラを搭載したドローン』を活用し､一層の精度の高い点検を実施す

ぺきと考える。

．このため､橋梁の保守点検用に活用するドローンについて､鉱
や電波法関連の規制改卑 を幅広く行う必要がある。

臓綱患メニュー:卜狗一ン濠房のための溺雛･電鵬の舞
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